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サッカーの授業にかける試合方法に屑する一考察

干葉大学教養部保健体育教室

　　菊池武道、宮本酉嗣、山ロ晃

.liじめに

　大学の赦●腫堤で迦ごなま｡i1ていａ体曹糎撞ほ、自・ぎまな畿豺をｉ１１こ瘤・されｔいる。その中で

も雌技謁佩の書目が多・をしめ、●導奢轜それ｡ぞれの種目を通して、授業鶴巣を得るため努力している。

　本研雙liその申のｔ。１－の●目にりいで、楷書の中で加こなjっれるＭ合方座|こついて考●する●1の

であａ､。

　サ･･カーの盛しさを●喫するに11、試合がも。とｉｉきな影●力をも･っと考えられるか。時制的に礁

l』約された樫Ｓの申でli、－豊のルール|この９＆９たＳ合がliに●。ているこ！●､で曇ない。また、体

膏の目的のーりである仙カ薗の向.EIこも審与できる手鰻１しての考疸もなきれな11れjfならない。そこ

で今までいろいろjaごなわれてきている摺暴納な試合カ鮑をも會め。試合を遥Ｌで体力・抽●の圖�に

効果ある試合7i疸について槍討を加ゑるものである。

　無官方法

１

：対象

　Ｃ大学の一般ａ朧朧SIこおける蔀費喫技の機励サ。ｉ一種目の授業を・警Ｌた孝奪を匍●とＬてll

ごjな･,た。この授業の申で。つぎのよｉａ４種●の試合を同一孝－にjlこなわせた。

ａ１ １１Å劃ｔ，カー｛|!媛のルールでilごなｉ試合１

虚ｓＡ偕や。カー１ダラソi‘がｉ媛の%の大きさでjaこなろ試合１

　!ｌ ｉ'－ｆｙフ。トぶ－4

　　　　　　　　　　　　｡・にｰ‘1・i連ｌの４ 一一ｊＭごよる試合1
　1d¶紳回ソフ一一。ト・－ル

　　これらの試白駒関li、休館５分を|まきtj前後摩１２分合計２４分闘1こ健一Ｌた。

2!無官!ll

　　'り　。'! |･プレヤ・が試合中|ご動きまわる稼動胆・１その時いろいろな桟働を使用Ｌてぶールに勉

　れる数を･'・ル●加回数１Ｌ、これg､1･i､4機‐の就脅の内鰐を袖剖した。

ｉＩ試合結髪

１１Å儲噂。カ

Ｈλ裁ｆ。カー

i‘￥ンフ。１ポー４

嘩ｇソフ。トポー４

頷旨対●チーム：相手チーふ
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表ｎ　試合中の移動・離

！フィー.I¶ ドツ1･イヤー･.lj､ill

　前　　ｔ平均・ｌｓ・ｒ） 　後　　半や均鯛s・r）
　台　　計
牛均（ｓ’ｏ

１１λ制サッカー 1,014 ２４４・６ 1,010 ２９５・８ 2,024 ５２０・６

８八制サ。カー 1,170 １３６・８ 1.134

1,049

１５９・７ 2､304 ２９：２・３

カーチノフッl･ホール １,１２７ １１４・９ ６７・３ ２．１７６ １ １１７・０

サｐンフヅトポール ９８０ ２０４・３ ９５２ １７１・７ １､９：３２１３６９・７

II.S.IIll1麦寥

　lt自の:戯績li，害｜に示す１うりである．龍定刻働ｉ -･･ふは．３瞎１分ＯＩと．や･t'良い銃墨１な・．

　-･．　･１ｓブレヤが試合中に鋭いた雅･1JI･羞|士，倉||に示ｔ１うりである，吠良一参･｜んＳりの●P.･

　呻●1･11･畑li. 最φがサｇンツ。hl一一ルの１,９ヨ２．．最大がａＡｌｆ。カーの２．３ａｌ。１それぞ11.

　;μll･●が寅な一,ていても，釣2.aoa。li堕とあまり遣いi;みられなか・た，

　小一一i-･・ 亮咬牛.の令・大会の号。ｉ一忿きの一手の･P鮪IS勤ｌ厦1i.それぞれの試合llSI－こ違いa'･j=ヽ

　ろｊ･．５９間のや淘が４２童訓かぶ,５１１．１云わ●tているa噸一ｙツ．ト１－ルliS分間･ｎ苧均が

　３？ｓｓで．ややφくない稼動●離であ，た．また他の３試合li24分間と短い試合時間での霧動錘!鳶．

　て事-.゛!Iう;･|･・申・癩校ｔの令同大会とlllll伺じ稼働・趙で恬ｌな働きのｉとで試合が屋開きれていた

　.･!]』ろことができる｡

　　ＬかＬ．Ｓ手傷４の稼働距躍ｌｉ，ｌｌＡ頷●。ｉ－が錘大２．？４４．Ｃ･･－ツ･4.タの・手１．羞少

　１：･|‘･!２．‘フル･z，タダ1綱手１きその擦|．４２２．で釣２俵ものひらきがあ，た,，これはＸ合内響iヽ

　='..[.て鴨島一式台のため７４･ｓ-．タの守●の●・がφくなか・たこと．と１もSこダラ･y rの大きさ1こ・●

　≒11りj,ηを一,hl1るが．ｆリ･ﾝ･ｿ1ごより，役割をli。きａ４９艇Ｌでいるこ１ｉ･うかがわれゐ．また．最も.l

　yl'Iや.･･･‘j･;り．゛!・ロソフ．トt－jしでli，IIん無骨，カーの喀働距離の標準値蕗５２１．にりい？

　:140・を２素月に大きな鵬を承した．ごのこlfli，ただ●にダラソドの大きさ．ヅ９ヤーの人数がφ

　Jjくなろことにより．・手偏４が平均Ｌて良く働きまわることにはｰっながらないようである．寿一の

　４劃i●の・合の比毅だliでみる１，試合媛‐が●塵である８大鵬●。ｉ－１ガーダソフ．ト１－ルli

　ll A.●|晋一一jカーやサｇｙ７，ト・－jMこ対して梱●傷篆が２９２．．１１？．１小さ(．ｉた１ＡＳ

　ｎｆ･鴎巻吊帰島大きく●脆が皇く働いた航合になっている．孝生の体力●での勉・釣連捷刺激を試合に

　･ly,ft1き．試合中の稼●●難をーりの指欄とするならぱ，樫‐でほ試合提謨の中篇なＳ人慧ｆ。ｉ－

　‘で'が９'り・･，ｈボールなどが曼屯鶴蜃釣な試合方法であるとｌｂｈる．

　･試合巾のボール齢加回数li.塵IIご・ｔとうりである．遭孚１大当りの平均ぷール●加回鵬li，ダラ

　･yドの大きさなど蜘檎が小さくなる1ごＬたがい●くなり．１１Å奮呼・１－が平均l g.1回に対し．●

　ロンツ・Ｆポルが5 2.8回と釣2,S俵に咆なｇている．このようSこＳ白璧頓の違い1ごよ!》４－ル●加

　lll働が奥愈るが，移動距離１同種に１１大鵬号ｇｉ－と嘩一ｙフ・１ｊ－ルの梱皐偏差がそitぞれ7.●:l

　回１１１．０３回で週手傷人|ごより若干豊がうかがまｺれａ。とれlil－ル●加回巻が参い墳が暮勤Ｉ離咆

　あいj!いう・働量でポールに触れる塵会を●く作，ているというと１ではなく．サｐｙツ．１ポールで

１３



Ｌ

吐移動圖錯が１､４ａ堅。１・も少なりプレーヤーがポール●加�倣ｅｓｌｉ●●●い●合●あi.プレーヤ

ーの技槽ν･4ルがφくなからず●●Ｌ、物に１１Å舗サ。１－やｆｓｙツ・１ポールａどの肌合で睦■

●にあらまｺf1たもの１晟われる。これに対Ｌ、ｓジ･ﾝ．ｙや遍季●Åの披塵･の豊などによる●●がある

ものと晟われるが、自人・ｆ。ｉ－やガーダｙツ。１Ｓ－ル娃１１Å匍や・カーやサｓｙ７ｓｌｊ－ル

11g選手個人に農がみられｆ、全・季のil－ル●加が均一化されているのがうかが1ｺれる。

　ぷール●加の際、その使用技衛にりいてみるとぷールを直接キｓタすることが多かｇたのは１１Å・

今ｆ禽－で回数全休の釣４０Ｘもあり、こiUこ対し龍の３檻里の試合は２０Ｘの箇国と少なか。た。ｉ

た、ぷールを５ｙ１一一ルしようとしてト９．ヅの技衛が関与する●加回数は、！ｓｆ。ｉ－などｊ－

ルの物色が少たからず●●するであろうが、試合備椙が小さくなるllど多くなり、呼ｇソフ。ｈ胴－ル

11全体の釣ＳＯＸ以上にも痙。でいる。このよう1ご試合垂・によりポールをあ･ｺかう技‐|こ叢がみられ

るこをli、試合の腫れに特色があるこｌを意味し、１１Å舗曹・ｉ－はボールを豊|こ●。て走るｘｊ４

ル１なり、ｌｓ脅．ｉ－の２試合li巻遭手のぷール●加回数が多いこと。またコｙトｓ－ルしJ?1‘いポ

ールであるご１などから｡･4スが主体の航合晨関になｇていることがうかがわi1る。

　畳Ｉ　試合申のポール●加�数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７イーjしドプレイヤー１Å瑚り１

トラップ

ドリブル

キフタ

トラププ
ドリブル

トラタブ
キ。ク トラタプ ドリブル キック へ。ド その他 合計

１１人鋼　　ｉ
　　　ａ-

サヅカー　SJ〕

2.5 12 2.1 12 1､4 71 1.0 2.6 19.1

2.00 1.75 2.13 1.40 1.90 2.92 0.82 1.51 ７４３

８入朝　　ｉ

　　　　回数-
　サ｡カー　Ｓ．Ｄ

2.0 2.0 2j 3､6 1.3 6.3 1､0 ・3 24.3

1.15 １､１５ ２３４ ３２１ 1.60 2.87 1.15 2､50 4.61

　　　　　　－ガーデｙ　　ｘ

　　　　回数－一一

フットボール　Ｓ．Ｄ

4.6 2.4 5.2 2.8 1.4 6.6 0.2 7j ３０,２

3.78 1､95 2.77 1.30 1.14 4.56 0.45 ２､９２ 4､21

　　　　　　－ザソ　　Ｘ
　　　　回教-

フヅトボール　SJ）

7.0 .4.8 9.8 6.5 1.3 11.3 0.8 11.5 5Z.8

3.56 2､99 1.71 1.00 １ｊｏ ５,１２ 0､96 5.07 １１£６

　　サ。カーの楽しみ方は個人により異なるが、やはワボールをコｙトロールし、チーム全体として有機

　的に連係プレーがなされ、一致協力して攻守にあたり、最終目標である相手チ一ムのゴールヘシ、－ト

　する。そのためには個人のスタｙドプレーでなく、たとえば８人制サッカーやガーデｙフプトボールに

　みられるように、全員がボールに参加する機会が多い試合形態などは、短時間でしかも制約されたグラ

　ｙドで多くの試合をおこなわなければならない授業での試合方法としては、最も適切な試合方法の一つ

　であるものと思われる。

Ⅳ。まとめ

　　体育実技の授業においておこなクた４種類の試合の結果、つぎのような特徽がみられた。

　１）２４分間の試合中のフ４ルドプレヤー１人当りの移動距・は、４試合ともほぼ同じく２､０００．前

　　後であった。しかし、１１人制サフカーとサｐｙフタトボールは移動距離に個人差が大さか。たのに

　　対し、８人制サッカーとガーデソフ。トボールは全員が均辱に走っている特色がみられた。
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